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ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
か
な
が
わ

『
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
缶
』
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

よ
こ
は
ま
健
康
経
営
会
議

「
横
浜
健
康
経
営
認
証
制
度
」
を
高
く
評
価

ワーク・ライフ・バランスと健康
TWIN studyから見えてきたもの

　
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
子
育
て
期
、
親
の
介

護
な
ど
を
行
う
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に

お
け
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
多
様
な
働
き
方
・
生
き

方
を
選
べ
る
社
会
に
な
る
と
い
わ
れ
る「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」。
そ
れ
を
働
き
方
の
観
点
か
ら
だ

け
で
は
な
く
、
子
育
て
世
代
の
健
康
支
援
に
着
目
し
た

研
究
を
し
て
い
る
慶
応
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
・
島

津
明
人
教
授
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

ツ
イ
ン 

ス
タ
デ
ィ
ー

　

私
た
ち
の

チ
ー
ム
で
は
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
健
康
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

通
称T

W
IN 

study

（Tokyo 
W

ork-life 
IN

terface 
study

）
を
立

ち
上
げ
、
保
育

園
に
子
ど
も
を

あ
ず
け
な
が
ら

仕
事
に
従
事
し

て
い
る
共
働
き

夫
婦
を
対
象
に
、
仕
事
と
家
庭

生
活
と
の
接
点
が
健
康
に
及
ぼ

す
影
響
を
継
続
的
に
検
討
し
て

き
ま
し
た
。TW

IN study

で

は
、
仕
事
と
家
庭
生
活
と
の
間

で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
／
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
内
容
が
流
出
す
る
点
に
注
目

す
る
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
間
や

親
子
間
で
感
情
・
行
動
・
ス
ト

レ
ス
反
応
な
ど
が
伝
播
す
る
こ

と
に
も
注
目
し
て
い
る
こ
と

が
、
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

TW
IN study

は
大
き
く
Ｉ

と
Ⅱ
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。TW

IN study I

で
は
、

２
０
０
８
年
〜
２
０
０
９
年

に
か
け
て
、
都
内
某
区
の
区

立
・
私
立
保
育
園
に
子
ど
も
を

通
わ
せ
て
い
る
共
働
き
夫
婦
を

対
象
に
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
健
康（
自
分
、パ
ー
ト
ナ
ー
）

と
の
関
連
を
2
年
間
に
わ
た
っ

て
追
跡
し
ま
し
た
。
ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
の
２
０
０
８
年
調
査
で

は
、
約
1
、
５
０
０
世
帯
（
約

3
、
０
０
０
人
）
か
ら
回
答
が

得
ら
れ
ま
し
た
。TW

IN 
study 

Ⅱ（
図
3
）で
は
、
２
０

１
０
年
〜
２
０
１
３
年
に
か
け

て
、
都
内
某
区
の
区
立
・
私
立

保
育
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て

い
る
共
働
き
夫
婦
と
そ
の
子
ど

も
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
労

働
者
自
身
の
仕
事・家
庭
状
況
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

や
健
康
に
加
え
て
、
子
ど
も
の

生
活
習
慣
、
健
康
状
態
、
養
育

行
動
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
年
1
回
ず
つ
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
自
分
の
ワ
ー

ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
（
熱

意
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
く

こ
と
）
が
高
い
と
パ
ー
ト
ナ
ー

の
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
も
高
く

な
る
こ
と
、
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク

な
働
き
方
が
夫
婦
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
悪
化
さ
せ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
、
父
親

の
ワ
ー
カ
ホ
リ
ズ
ム
が
子
ど
も

の
肥
満
に
つ
な
が
る
こ
と
、
な

ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し 

た
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
始
ま
っ
た

TW
IN study 

Ⅲ

で
は
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
健

康
の
向
上
を
図
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
新
た
に
作
成
し
、
そ

の
効
果
を
無
作
為
化
比
較
試
験

に
よ
っ
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

TW
IN study

の
詳
細
に
つ
い

て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://hp3.jp/tw
in/

）

を
参
照
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会 

２
月
例
会

子
ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
魔
法
の
質
問

�

（一社
）ひ
ま
わ
り
教
室
代
表
理
事
　
西
野
奈
津
子

「
保
健
室
」 

中
井
町
立
中
村
小
学
校
　
　
羽
田
　
梓

第
６
回 

か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

よ
く
わ
か
る
！�

メ
ン
タ
ルヘル
ス
不
調
の
復
職
支
援
の
コ
ツ

�

ア
ズ
ビ
ル（
株
）統
括
産
業
医
　
難
波
　
克
行

　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
は
何
？
」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
よ
く
返
っ
て
く
る
答

え
は
、「
長
時
間
労
働
を
減
ら

す
こ
と
」「
子
育
て
中
の
女
性

労
働
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
」「
親
の
介
護
が
必
要
な
中

高
年
労
働
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
」
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
答
え
は
決
し
て
間
違

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
多

様
な
特
徴
の
一
部
し
か
捉
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

図
1
は
、ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
（
男
女
共

同
参
画
会
議
、 

２
０
０
７
）
を

示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見

る
と
、
ラ
イ
フ
に
は
家
庭
生
活

（
育
児
、
家
事
、
介
護
な
ど
）

だ
け
で
な
く
、
健
康
・
休
養
、

地
域
生
活
、
自
己
啓
発
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
、
仕
事
と
こ
れ
ら
の
活

動
が
希
望
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展

開
で
き
る
状
態
を
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
考
え
る
こ

と
、
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
育
児
や
介
護
に
従
事

し
て
い
る
労
働
者
だ
け
で
な

く
、
す
べ
て
の
労
働
者
に
関
わ

る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
と
健
康

　

日
本
で
は
、
働
き
方
改
革
が

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
へ
の
注
目

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
私
た
ち
の

健
康
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う

か
？

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
仕

事
上
の
負
担
が
私
生
活
上
の
負

担
を
増
や
す
（
仕
事
が
忙
し
い

せ
い
で
家
族
と
過
ご
す
時
間
が

減
る
な
ど
：
仕
事
→
家
庭
葛

藤
）、
あ
る
い
は
、
私
生
活
上

の
負
担
が
仕
事
上
の
負
担
を
増

や
し
（
家
事
・
育
児
に
忙
し
く

仕
事
へ
の
意
欲
が
低
下
す
る
な

ど
：
家
庭
→
仕
事
葛
藤
）、
そ

の
結
果
、
健
康
の
悪
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す（
図
2
）。
こ
こ
で
は
、

仕
事
と
私
生
活
と
の
間
に
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
が
流
失
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
両
者
の
間
に
は
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
だ
け
が
流

出
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
ば
、
仕
事
で
培
っ

た
能
力
を
家
庭
で
も
活
か
せ
た

り
（
仕
事
→
家
庭
充
実
）、
良

好
な
家
族
関
係
が
仕
事
へ
の
モ

テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

た
り
す
る（
家
庭
→
仕
事
充
実
）

な
ど
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
内
容
も

流
出
し
、
健
康
の
向
上
に
つ
な

が
る
の
で
す
。

労
働
者
だ
け
で
な
く

パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど
も
の
健
康
に
も
影
響

図1　ワーク・ライフ・バランスの基本的な考え方
仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己啓発など、さまざま
な活動について、自らが希望するバランスで展開できる状態

➡ ➡

➡ ➡

すべての労
働者の生活
の質の向上
に貢献

平成19年7月男女共同
参画会議・仕事と生活
の調和（ワーク・ライフ・
バランス）に関する専
門調査会報告より

ワーク・ライフ・
バランスが充実

した状態

養育行動

対人関係

仕事

地域生活 自己啓発

家庭生活 健康・休養

健康

図2　ワーク・ライフ・バランスの4つのパターンと健康との関連

図3. TWIN study (Tokyo Work-family INterface study) IIの概要

ネガティブ
（崩れ）

方向
仕事→家庭 家庭→仕事

性質

ポジティブ
（充実）

仕事が忙しいせ
いで家族と過ご
す時間が減って
いる、など

仕事で培った能
力を家庭でも生
かすことができ
る、など

家事・育児に忙
しく仕事への意
欲が低下する、
など

家族と楽しい週
末を過ごすと仕
事も頑張ろうとい
う気になる、など

・�夫（父）、妻（母）、
子どもの3者の関連
を検討

・調査間隔は1年

健康生活
習慣

子ども�(未就学児)

ワーク・
ライフ・
バランス

健康

夫/�父

ワーク・
ライフ・
バランス

健康

妻/�母


